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 「あったらいいな、こんなもの」の学習では、みんなでアイディアを出し合い、どんな道具があったらいいか

を想像しました。子供たちからは、空飛ぶ靴や動物の気持ちが分かるヘッドフォンなど、想像力に溢れた道具が

色々と出てきました。彼らの発想力の豊かさに驚かされました。 

この単元では、質問し合って「あったらいいな」と思うものを詳しく考えていきます。そのため、上手に質問

したり、スムーズに受け答えしたりできることも大切にしています。最後には、自分の想像した道具について発

表をします。どんな道具でどんなことができるのか発表が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ふしぎな生きもの」は、版画の学習です。以前、国語で「スイミー」を学習しました。まず、その物語に出

てくる生き物たちから、イメージを膨らませて、絵を描いて、版を作ります。次に、インクをつけたローラーで

その版の上を転がします。そして、インクが付いた版の上に画用紙を置いて写します。 

この学習では、様々な作業を通して、形の写し方を工夫したり、写してできる絵の面白さを味わったりします。

出来上がった作品は、作品展で展示する予定です。写真は、版画学習の様子です。作品作りを楽しみながら、作

品展に向けて一生懸命頑張っています。 
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